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瀬戸市立萩山小学校 学校だより

あ し あ と 平成２８年５月１７日発行 ＮＯ４

「野外活動に参加します！」 ●●●●●●●●

「する」ことで「学ぶ」！
萩山小５年生の野外活動から・・・・

萩山小学校５年生は、５月１８日・１９日の２日間、定光
寺野外活動センターで、野外活動を実施します。いつもは、
面倒を見てくれる大人が自分のそばにいて、便利な機械や道
具も周りにはいっぱいあって、「らくらく」と「安全に保護
されて」、生活している子が多いかと思います。
ところが、この野外活動は、そうはいきません。すべての

ことを自分でやらなければ、何も進んでいきません。「（何かを）する」こと
で「学ぶ」機会です。食事を作るのも勉強です。冷蔵庫も電子レンジもカッ
プ麺もありません。日中の暑さや朝の寒さに立ち向かうのも自分です。でも
エアコンもストーブもありません。眠る環境を整えるのも自分です。ベッド
も布団を整えてくれるお母さんもいません。いちばんは、自分の荷物の管理
と整頓。これがうまくいかず、必要なものが見つからない、落としても自分
のものかもわからないという問題が起き、苦労する子もいます。
こういうことに対して、普段の家庭生活では、必要感を感じることは少な

いですね。とうぜん保護者の方がいて、面倒を見てくれているので、子ども
達はまったく気づきません。
しかし、こういう宿泊研修をするとその意味に

気づきます。そして、不便が故に、より深く実感
することができます。まさに、「する」ことで「学
ぶ」です。日常ではないので、体験することをよ
り深く「学ぶ」ことができるのです。
「学ぶ」ことで、子どもたちは成長します。「言
葉」で「知る」ことと「する」ことで「学ぶ」で、
日々学校で、家庭で地域で、いっぱい学んで、す
くすくと成長していってほしいものです。 【スタンツ練習をする５年生】

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

緑がまぶしい この時期は！！

ゴールデンウィークも終わり、子どもたちの活
動にも熱が入っています。そんな中、校舎から目
を外へやると、様々な緑が飛び込んできます。そ
れもほんとうにたくさんの緑が輝いています。新
緑の季節。なんともすてきな景色でしょう。ふと
木陰でこの緑を見上げると、心が洗われます。そ
んな命にあふれた季節ですね。そして、校内でも
トンボ池では黄色いショウブが咲き誇っています。
とても素敵な光景です。
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遠足へいったぞ！
５月２日の日に、遠足に出かけました。
２年生・４年生は、モリコロパークへ
３年生・６年生は、しっかりと歩いて、物見山方面へ

ゴールデンウィークの合間に、
二学年合同で実施しました。楽

しかったかな？
なお、１年生と５年生は、ほかの行事との関係

で、学校で留守番をしながら有意義に過ごしまし
た。

｢時間を守ろう！｣

５月１６日朝会から
【体力テスト】

校長講話（一部抜粋）
「時は金なり」ということわざがあります。「時間だけは

神様が平等に与えてくださった」という有名な人の言葉
もあります。
みんなも気づいているように、時間は大切なものです

ね。それぞれ自分のものですね。
しかし、よく考えてみてください。この学校の一部の子

は、この大切な時間を失っているとともに、他人の時間
を邪魔していますよ。それも大切な一日のスタートに！
何かわかりますよね。四月からきた校長先生が、いまいちばん気になっていること

が、朝のスタートの時間がまもれず、他の子にも迷惑をかけているのに、何回も、人に
よっては毎日続けていることです。
ほんとうに腹がたちますよね。毎日きちんとやっている子からしたら、何ともおこれ

ますよね。先生はだまっていることができません。
とにかく、その日一日、みんなが気分良くスタートできるように、時間を守って、通

学団の集合場所へ行きましょう。とにかく行くのですよ。行って決められた時間に登
校できれば、すべての子が余裕をもって、これで一日をスタートできるはずです。
他の子に、遅れて迷惑をかけないようにしましょう。時間に遅れた子を、「いい子」と

いう人はいませんから。きっちりとやりましょう。ましてや、高学年の班長さんや副班長
さんが遅れてくるなんてありえません。と先生は思っています。
次の朝礼では、「言葉は返ってくる」という話を、ある詩の紹介とともにしたいと思っ

ています。

ありがたいですね・・・今日も！
朝から一人じゃない。それが通学団ですね。トラブルな
ど起きる可能性はありますが、基本的にはとても大切な集
団です。縦割りで、毎日近所の子が集まって、時間通りに
登校する、なんともすばらしい集団ですね。保護者の方の
理解と協力がいちばんほしい「集団」なのです。

学校公開日 ６月９日（木曜） □□□□□□□□□□

どうかご都合をつけていただき、ご参加を！


